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�⽥ゼミは、��義�⼤�の�⽣を中�とした⾃主ゼミです。

2016年に「⼤�の��の枠�みに捉われず、より良い��を⽬指
して�論したい」という�⽣の有�の声を受けスタートし、現在も

�⽣が⼤�の授業とは��なく、⾃�の�思で��し、それぞれの

問題�識を持って活動に�り�んでいます。

⾃主ゼミの主なテーマとしては、⾃�たち⾃�の”キャリア”を中�
に、ソーシャルビジネス、地��⽣などを�っています。

⼤�・��・�年・��・�味�野などゼミ⽣のバックグラウンド

は��に�っており、�いに刺�を�えある良き仲間として�め�

っています。

��の活動のスピンオフの�り�みとして、中��や��でのキャ

リア��プログラムの提供なども⾏っています。

�⽥ゼミとは�
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下��は、����津地�の南�に��し、周囲は那須��などの�々に

囲まれ、�のほぼ中央を南⻄から北東に阿賀川(⼤川)が貫流し、国指���

�念物「�のへつり」に代�される�⼤な渓�が形成されている。⾯積の

�87%は�林に覆われる��かな�だが、��がいないため�れ�め��い

や⿃獣が�らし�め⽊々が��しつつある。戸�地�には元々⽊地⼯�が

��あったが�は�く、それを模した⽊地⼯�をつくり、地�として��

がなされている。また、��になった��を�泊体��流��として��

している。

現状と�題

�落で�まめを�てて�⼯�品を�売したり、やまざくらを��スポット

として�内したりと��ってはいたがなかなか若者の��には�っていな

い。先�した⽊地⼯�の��者が80歳を超えているも��者のような�が

いなかったり、�泊体��流��として��している「やまざくら」につ

いても�落�����に�い����が�ぶまれている。⽊地⼯�や�泊

��を⽊�にしたりと�林との�わりが⼤きいこの�落においてSDGs��

の�い�題から�策や持�性のある�落づくりのための�⽤を�⽣たちと

�えていきたいとの思いを持っている。

地域が�むこと

�落の�間だけでは固��念にとらわれすぎてしまっているので、SDGs等

の知識を⽤いながらその�り固まった�念を打破していただきたい。ま

た、�87%�林に覆われている下��として�林に�味を持つ若者を�やし

ていきたい。（下�� �⽥さんより）

受け�れ体制

�落だけでなく��体と��した��型システムを�えるにあたり、地域

おこし協⼒��⽥さんのネットワークで、�⽣の活動の幅や�野を�げる

サポートをしていただいた。

下��としての��理由（下�� ��政策���さんより）

○�落の���率 83.3 %

○��理由

戸�地�は、⽊地⼯�ややまざくらなど����が�く点在しており、�

�を活⽤したお�りを開�するなど�内の中でも積�的に活動を⾏ってい

る⾏政�のひとつです。⼀�で、�⼝の減�や���率の上昇により、⾏

事の開�ややまざくらの��(�泊体���)��を��していくことが�し

い状�にあります。そのため、�事業を活⽤することで、若者の�たな�

点や発想が地域の活性�に�がり、持�可�な�落��の⼀�になると�

えるため��いたします。

�査地域
ー下��



�問⽇

�問メンバー

受け�れ先

�泊先

活動内�

  12⽉12、13⽇

  北�理�、�井萌々�、金�政�、鈴⽊彩�、⾹�友��、�⽥浩⼀（�6�）

  南�津郡下��戸�地�

  戸�⾃�体�あそびの��やまざくら

  ①�のへつり��

 

  ②戸�の⽊⼯�⾒�
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⾃然が織りなす絶景！



  

  ③⼤内���

  ④⼤�⽣と��の�々とのワークショップ

   それぞれ⼤�⽣2�、��3�の�を作り、下��の良い�、�い�、そして下�

   �でのSDGs�成に必�なことをディスカッション。各�で下��の未来について

   ⽩�した�論が�開された。

活動概要
くるみ蕎⻨を⾷べました！

絶品！



活動内�

 ⑤⼤��授による�別��

 ⼤�⽣を�率した、��義�⼤��任�授 �⽥浩⼀�による、SDGsをテーマとする�

 別��を��に向けて��。�⽥ゼミの�⽣らのSDGsに�する�々なアクションも�

 �。��者がSGDsについて知り、より�く�えるきっかけとなった。

＜⼀����料＞

  

活動概要



��からみた下��

・プラスポイント

[⾃�/��]
・⾃�が��
・地形がおもしろい--�のへつり
・マスクをしなくていい
・�気が��
・����がある、温�が気持ちいい

[ひとのあたたかさ]
・��同⼠の助けあいや�がりがある。�優しい。

[その他]
・しもごろう(下��のキャラクター)がかわいい 

・マイナスポイント

[ネット��]
・Wi-Fi、����が�い（オンラインによる活動ができない）
[��⼿�]
・��ルールがよくない

・��⼿�が�られており、不便(⾞がないと動きにくい)
・電⾞は街の中�しか�っておらず、�の周��の�々、�に⾞を��できない��者

の�々は�っている（�からタクシー�をもらっているが、��の買い物で使えるほど

の量はない）

[���]
・���のゴミ問題

・���は�が�からないため、立ち�り禁⽌のところに⾏ってしまっている→��の

間では標識がなくても�黙の了�のような�じになっている

[��]
・��の先⽣たちの�が重い

・�供の��などに�して�しい保�者の�が�い

・他の地域との����(思�的な活動がない)
・�供が�べるような場�(��など)がない

[その他]
・�⼝流�(→働くところがない、⼤���など)
・�供たちが�わった(活⼒がなくなった)
街灯が�なく �になるととても�い



下��に�問して思ったこと
�じたこと

 �たちが下��を�問して思ったのは、下��は�⼒�れる�でもっと�くの�にこの�を知っ

てほしい、ということである。��に下��と�いたときは、この�⾃体知らない�⽣もいて、未

知の�界に�るような気�だった。そんな中、�内の�々な場�に⾏ったが、⾸都�に�む�たち

にとって�しいものばかりで、�鮮だった。とてもいい場�で、�からまた⾏きたいと思った。下

��について�える上で、いい点もたくさんある�⾯、いくつかの��すべき点も⾒つかった。

 まず1つ⽬の�題は、下��に�む��たちは、�をどうしたいと思っているのかがわからないこ

とだ。他の地域から��を��したいのか、���を�やしたいのか、もしくはそれ��なのかと

疑問に思った。��者が�えて�しいわけではなさそうだが、�の��⾯を�えると、�に�れる

�を�やす必�がある。またそれを��の�々も理�はしているようだが、どこか他�事として捉

え、⾃ら⾏動している��はあまりない。

 2つ⽬の�題は、下��は��の中には�しいことに��がある�がいるため、��することが

�しいことである。地域おこし協⼒�の�から�いたお�で、デジタルの��については�常に�

�があるようだった。何百年と先�代々�んでいらっしゃる地域なため、とても保�的で、�の状

況に�⾜しているようなにも⾒えた。また、�しいことや�わったことを�めることに��がある

ようだ。政�がデジタル�を��するにあたって、下��でもデジタル�を�めようとしているそ

うで、��政策�がデジタル�のマニュアルを作っているが、担当者は女性⼀�。デジタルが得�

と�っても、なかなか�しいようだ。

 とはいえ、��は下��が�きで、下��の良さ、�⼒をもっとアピールしたいと思っているこ

とが�じられた。地�に�む�は都�に�れていたり、都�に⾏きたいと�えたりする�が�いよ

うな��があったが、下��の��は�った。これまで持っていた固��念が崩されたような気さ

えした。都�で暮らす�としては、そうした�⼟愛、地元愛のようなものを持っている�はなかな

かいないので、羨ましくも�じるほどだ。下�を愛し、まちをどうにかしたいという想いを持って

いる�々がいて、下��についてしっかり�えていて、��的に⾒ることのできる中�⽣もいた。

そうした�の�題と向き�おうとしている�たちがどう⼒を�わせていけるかが�となるだろうと

�じた。

 �頭で�べたように、下��は��地としてはあまり�が知られておらず、知�度を上げること

がこの先の下��の活性�に�がると�える。その中でも、����や�内�の�流の活性�は、

��にとっても���にとっても、�となるポイントである。⼤内�で�に�じたこととして、そ

れぞれのお�でいいものを提供しているが、

 



その地域�体として何かを⾏っているようには�じられなかったので、�をあげた�り

�みが必�だと�じた。そして、�をもっと活性�するためには「こどもの⼒」が重�

であると�じた。��を�じたくさんの刺�を�供�に�え、活気づけることで�体の

�上げが可�になるのではないか。⼀�、����者の�によると、�供を活気づける

にあたっても、保�者の�⾒が�い場�があり、それと向き�わなければいけないそ

う。��を�えるためには、��そのものを�えること、保�者からの賛同を得ること

など問題が⽣じると思うので、��を�えることは�しい問題だと��した。�場の�

�に不�を持つ��の声を拾うことは�にとって⼤きな価�がある。不�の種となって

いるのは��や�共��の問題という��を受けた。

 

 �たちが�回下��を�問して�じた下�の良さは、�べ物が�価で�味しくてボリ

ューミー、�の優しさ、⾃�の�さだ。また、�草から�津までアクセスがいいことは

アピールポイントになると思った。����としては⼗�すぎるくらいに�⼒の�まっ

た�である。��⾃�も、他の場�から来た�たちも�じられるくらい下��は�常に

�⼒あるいい場�であり、�たちもこんなにいい�をもっと�めたいと思った。�回下

��に�問するのが三度⽬の�⽣もいた。下��の�⼒は⾏けば⾏くほど�てくる(�べ

物、�、��・��など）。下��の��さが�わるといいなと思う。



���

まずは���員が⽬指すべき下��の�を共有し、そ

の�現に向けて⾜並みを�える必�性がある。�の現

状に�⾜する者とそうでない者が�いに�論し、��

どのような下��を�っていきたいのか�味すること

で、より�率的かつ��した��が⾒�める。また、

⽬標が�らかになることで����型の街づくりが可

�になり、他�任せではなく⾃�たちの⼿で�を�え

ていくという�識が��に�⽣えるだろう。

理想の���

主体性

��性

��同⼠の�がりが�い故に��者などの��から

の�々は�他的に�じてしまう点がある。�の�⼒

を�めるためにも閉�的な��を��し、��の者

を��するような��を��体で�識しなければな

らない。従って、��からくる��者であってもを

�の��などコミュニティ内に積�的に�り�んで

いく⼯夫が必�である。



���

�としての�り�み

他⾃�体との��

Instagramの更なる活⽤

�ども��⼤使の��

���員�との��

1.

2.

3.

4.

下郷を知るきっかけ作り

下郷の奥深さを確実に

町⺠の郷⼟愛を育成する

  観光客に伝える⼯夫

リピーター、ファンを作り

町に関わる⼈たちを増やす



現状�

下��単独で⾃地域の�⼒を発�する�り�み

を⾏っている。そのため、他地域に�べると�

し知�度が�く、�����の��を�ざけし

て待っている。

プラン�

�津若�やスキーなどの��地域��の���

で、⼤内�をはじめとした下��の��スポッ

トへ�問する���を�り�むため、�津や他

の地�⾃�体との��を�る。�体的には、セ

ットの��ツアーの��や、スタンプラリー�

�、��・プレゼント��等が�えられる。�

えて、下��は��スポットが�々としている

ため、�動中も��を�しめるような⼯夫が必

�である。例えば�物のバスや電⾞を作り、�

動中も��気�を味わえるようにする等だ。

現状�

���度が�なめであり、⾵�のみの��が�い

��を受ける。��地域「�津若��」のインス

タグラムフォロワー�と��すると6000�ほどの

�がある。

プラン�

アクティブで⾏動範囲の�い若い�代をターゲッ

トに情�発�をし、���の��を⾒�める。ま

た、地��⽣に�味を持つ�⽣と�がり、�たな

�点を�り�むことも可�。従って彼らに�味を

持たせるSNS戦略を�る必�がある。�体的に

は、若年�に�味を持たれそうなグルメやインス

タ映えスポットの掲�、インスタグラムを�じた

キャンペーン��、ハッシュタグ��、１⽇��

プランのまとめ等が�えられる。�えて、SNSを

�じたオンライン�流�の��も提�する。

現状�

�供たちの地域活動への積�性が減っているこ

とが�題となっているというたくさんの声が下

��で⾏ったWSであがっていた。��への�

り�みも�場から��へのトップダウン形式で

⾏われている��がある。

プラン�

⼩��や中��等を�し、下��に�む�供た

ちを��募�し、下��こども��⼤使として

１年間活動してもらう。�どもを�り�むこと

で、����型の街づくりを�現する上で、そ

の��をも�り�んでいく�果が得られる。�

えて、�どもが�に�する�⼟愛を�むきっか

けになり、�の�⽣を活性�させることが可�

になると�えている。

現状�

下��でのWSの中で�く上がった�⾒の⼀つに

����の消�性があげられる。��活動への消

�的な��が�くみられ、�場による積�的な�

み�りを必�としている。

プラン�

����は�の�⼒に⼤きく�わるため、�い�

���を保�することは必須である。�えて、�

の�える問題について⽣徒に�えさせらような�

�は、�⼟愛を�むだけでなく、問題に主体的に

�り�む��を⽣み�す。�体的には、⼩��や

中��と都�の⼤�⽣等とを�げての�期プログ

ラムの��等が�えられる。

1.��地⽅⾃治体との連携 2.�Instagramの更なる活⽤

3.�⼦ども観光⼤使の創設 4.�教育機関との連携



先⽣からの提�先⽣からの提�
まちの��（地��付�）は5年に1度の国��査で街の�⼝によって決まる。
つまり、、、

��者が�え、若者が減る中で、�⼝減�を�え、まちの��度を�たしていくことでまちの持

�性を�持していく。その�に                   がある。

まちの収⼊＝住⺠⼈⼝

若者を増やしていく必要性

「⾃⼰決定感」
（シビックプライド/教育）

「つながり」
（町内、移住者、⼤学⽣など）

年収や学歴よりも⾃分で⾃分の⼈⽣を決めたん

だと⾔う「⾃⼰決定感」こそ幸福度に関して相

関が⾼い要素

⇒（下郷出⾝で東京に出て）⾃分の意思で下郷

に（戻って）きたＩターン、Uターンの⽅々の
幸福度は⾼い。

⾃分で納得した⼈⽣を歩むために

は、下郷を愛するシビックプライ

ドを⾼めるための教育が⼤切。

【実際】ワークショップ内で⾼校⽣がそういっ

たまちの良さを知る機会、教育はあまりなされ

ていないと発⾔。

【提案】偏差値を⾼めるだけではなく、⾃⼰決

定感を感じさせるための、シビックプライドを

⾼める教育を導⼊することが⼤切。

町内全体、移住者同⼠、役場と学校、農業従事

者などの繋がりの存在・維持

【⾦沢市の例】

町内会のつながりを整備し、ラインで繋がる取

り組みを市役所がお⾦をかけて⾏っている。

⽬的))�孤独死対策・助け合いの喪失を防ぐ。
�社会的資本が失われる現状に対する対策

つながるスキルが⾝につき、街の中だけではな

く外との繋がりにも広がっていく。例えば、移

住者とのつながりがその⼈の出⾝地の⼈々との

繋がりに拡⼤する。

⇒コミュニティができる

つまり、つながりの充実の先にコ

ミュニティの充実や移住者の増加

が⾒据えられる。＝幸福度の上昇



【参加者①】

福島県⺠の中でも景観の良さから下郷町のファンは多い

例：湯野上温泉⾞駅越しの景⾊など

景観が最⼤の魅⼒の⼀つであるため、景観を変えずに街を変えていきたい。

移住者を受け⼊れることで、新しい⼈が多く流⼊し新しい建物などが出来ていく中で景

観が失われていくことが⼤きな懸念。

ワークショップワークショップワークショップ

【対策】住⺠⼀⼈⼀⼈が何を残し、何を変えたいのか、どういう街にしていきた

いのかを深く考え、移住者にきちんと伝えていく。理想像を⼀致させていく。

【参加者②】

下郷町には、⾼校・⼤学がないため、進学を機に街を出ていく⼈が多い。

7割近くの若者が進学先で就職�⼈⼝流出の⼤きな要因

進学を機に出て⾏っても、卒業後に戻ってきてくれるような街にしたい

＝就職先の充実が⼤切なのでは

【対策】仕事がない訳ではないが、⼤学を卒業した若者がやりたいと思う仕事がない。

東京の企業でリモートワークを続けると宣⾔している会社もある。

完全移住が難しいのであればリモートワーク拠点として誘致することも可能。

【参加者③】

⾼齢な⽅など特に温かいと感じる。移住者として排外的に感じたことはない。

下郷の良さは景観の良さ、豊かな⾃然もそうだが、温かい⼈間性である。

だからこそ、急な変化を好まない⼈が多いのでは？

【実現可能な具体的な取り組み】

・買い物などの⾜として、交通の便を充実させる

・空き家の整備（移住者がすぐ住めるように）

・観光地、景観の良さをそのまま活かして、更新頻度などを上げていく

〜参加者の意⾒〜



プロジェクト実施の感想

⾦⼦�政宗

松井萌々花

鈴⽊彩乃

北村�理紗

⾹⼭ 友紀乃
⾃分の知らないまちに住む⼈々がどの

ような暮らしをしているのかを知りた

いと思っていたので、今回訪問して下

郷町のことを知ることができて、⾮常

に勉強になりました。下郷町に住む⽅

達のまちへの愛や誇りがあることを実

感するとともに、もっと多くの⼈に下

郷町の良さを知ってもらいたいです。

⽇本の課題である地域格差について、

より理解を深められるよう、これから

も取り組みを続けていきたいと思いま

す。

プロジェクトを通したくさんの住⺠の

⽅々や関係者の⽅々と実際に触れあう

ことで、下郷町への愛着が深まりまし

た。それと同時に、下郷町をはじめと

した地⽅地域が抱える問題の深刻さや

住⺠が抱える葛藤を肌で感じ、課題解

決の難しさと喫緊性を再認識しまし

た。これからも下郷町の豊かな⼟地と

温かい町⺠性をどうすればより活性化

し、魅⼒を伝えられるかについて探求

していきたいと思います。

実際に下郷町を訪れ、地元住⺠の⽅々

のお話を伺う中で、新しいまちづくり

をする際に、理想のまち像を住⺠同⼠

でよく話し合い、⼀致させる必要があ

ると学びました。どういうまちしてい

きたいのか、何を残したいのかなど、

よく話し合うことで、具体的なまちの

あり⽅が⾒えてくるのだと思います。

みんなのまちだからこそ、個⼈個⼈が

主体的に関わっていく必要があると改

めて感じました。

プロジェクトを通じて、初めて１

つの地域に深く関わりました。訪

問する度に下郷の奥深さを知り、

⼈の温かさに触れ、どんどん愛着

が湧いてきました。地域のために

できることを、今後も模索してい

きたいです！関わってくださった

みなさん、本当にありがとうござ

いました！

下郷町の町⺠の⽅と実際

に触れ合うことで、リア

ルな課題を肌で感じるこ

とができました。これか

らの⽇本において重要な

問題となるだろう地⽅問

題について考えられたの

はとても良かったです。



�回、ご協⼒いただきました下��地域おこし協⼒��⽥

さん、下���場のみなさん、ワークショップに��して

くださった��のみなさんをはじめとし、�わっていただ

いた�々、�当にありがとうございました。

また��も�き�き、よろしくお願いいたします。

�⽥ゼミ⼀同

��に


